
【３】

建
物
、
現
金
な
ど
）
で
、
右
側
は
資

産
形
成
に
要
し
た
負
債
（
借
入
金
な

ど
）
と
正
味
資
産
（
資
本
金
な
ど
）

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
る
こ

と
で
、
町
に
ど
の
く
ら
い
財
産
が
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
借
金
を
抱
え
て
い

る
の
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
町
が
一
年
間
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
資
産
を
ど
れ
だ
け
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
、
把
握
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

上
図
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
資

産
総
額
は
３
６
５
億
１
０
１
７
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り
１
７
９
万
９
７

７
２
円
）、
負
債
総
額
は
１
２
２
億

８
８
５
５
万
円
（
同
　
万
５
７
６
５

６０

円
）、
正
味
資
産
総
額
は
２
４
２
億

２
１
６
２
万
円
（
同
１
１
９
万
４
０

０
６
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か

に
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
総
計

し
た
「
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
も

作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と

町
の
資
産
総
額
は
４
８
４
億
８
８
９

０
万
円
、
負
債
総
額
は
１
８
２
億
８

５
０
４
万
円
、
正
味
資
産
総
額
は
３

０
２
億
３
８
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

財
産
の
中
身
や
財
政
状
況
を
示

し
た
表
で
、
貸
借
対
照
表
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側
は

町
が
所
有
す
る
資
産
（
土
地
、

資
産
は
　
万
円
、
負
債
は
　
万
円

１８０

６１

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
　
年
度
）

１８

町
民
１
人

当
た
り

財政公表
試問い合わせ　役場企画財政

　課財政担当（内線431）へ。

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度

１８

の
決
算
に
基
づ
い
て
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　町では、中長期的視野に立った財政

運営を進めるための「財政計画２００７」

（一般会計）を策定しました。

　これは昨年度策定した「財政計画

２００６」を平成１８年度決算統計の実績や

平成１９年度普通交付税の決定額を基に

見直したもので、昨年度スタートした

第８次山田町総合発展計画（平成１８年

度から２２年度までの５カ年間）を実現

するための財政運営の指針となるもの

です。町は、これまで財政再建団体

（民間でいう破産）への転落を回避する

ため、行政改革に沿って人件費の削減

や公共事業の見直しを進め、歳出規模

を縮減してきました。

　今後も身の丈にあった健全な財政運

営に努めていきますので、皆さんのご

理解とご協力をお願いします。

財政計画
２００７

歳　

入

歳　

出

◆財政計画（平成１８年度～２３年度）　　　　　〔単位：百万円〕

◆一般会計のバランスシート（平成１９年３月３１日）

資　　産
３６５億１,０１７万円

（前年度より４億７,９２１万円減）

　町にどのような資産があるかを表
示。町はこれらの資産（土地、建物・
現金など）を有効に活用することで、
町民の皆さんにさまざまなサービス
を提供することができます。
１．有形固定資産 ３３４億１,３６０万円

（うち土地　５３億７,４００万円）
２．投資等 １３億７,２２７万円
３．流動資産 １７億２,４３０万円

負　　債
１２２億８,８５５万円

（前年度より３億４,６１５万円減）

　町にどれくらいの負債があるかを
表示。毎年度の経費に加えて、これ
らの負債返済のため、町民の皆さん
に負担を求めることになります。
１．固定負債 １１３億９,６０１万円
２．流動負債 ８億９,２５４万円

正味資産
２４２億２,１６２万円

（前年度より１億３,３０６万円減）

　資産の形成に充てた国・県支出金、
町税などを表示しています。
１．国県支出金 ９４億６,５６１万円
２．一般財源等 １４７億５,６０１万円


